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34%
取引件数 取引総額

THE GLOBAL PICTURE

39%

2016年第4四半期
世界の複数地域における
取引動向（取引総額）

ラテンアメリカ

2016年第4四半期
クロスボーダー案件

1,429件
取引件数

地域を超えた取引

873件 
取引件数

6%
前年同期比

37%
前年同期比

2%
前年同期⽐

18%
前年同期⽐

11%
前年同期⽐

中東

北⽶

基準となる株式数は国によって異なりますが、対
象会社の議決権株式の30％または3分の1とされて
いるケースが多く見られます（もっとも、アルゼ
ンチン（15％）のようにより低い値に設定されて
いる場合もあります）。

潜在的な買収企業は、法的要件に基づく（あるい
はそのような要件が存在しなくても）義務的公開
買付けを実施する意思がない、またはできない可
能性があるため、義務的公開買付け制度は、そ
の意図に関わらず、限定的な買収防衛策として機
能する場合があります。

産業別フォーカス: ⽇⽤消費財部⾨
FMCG部⾨の2016年におけるクロスボーダーM&A案件数は312件、総取引価
額は575億⽶ドルで、案件数は2014年及び2015年⽐で減少したものの、2009年か
ら2013年にかけての各年⽐では⾼い⽔準を維持しました。
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3 Q1

地域を超えた取引件数

地域内の取引件数

地域を超えた取引額

Within-region volume 地域内の取引額

アジア・
パシフィック

EU

アフリカ

その他ヨーロッパ

取引額
(10億米ドル)

取引件数

地域内の取引

618億
取引額（⽶ドル）

72%
前年同期⽐

主要項目:

2016年第4四半期、クロスボーダーM&A指数は微減した
ものの、長期的にはディールメイキングの環境は整った
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2016年第4四半期の
クロスボーダー案件

3,882億
取引総額（⽶ドル）

算出⽅法：ベーカーマッケンジーが発表した「Cross-Border
M&A Index」は、2010年第1四半期以降、四半期毎に世界各地
におけるクロスボーダーM&A取引をまとめた分析レポート。
四半期毎のクロスボーダー案件の取引件数および⾦額の加重
平均に基づき、2009年の取引件数を⽰す基準値を100としてス
コアを算出する。スコアは四半期毎に変化するクロスボーダー
取引指標を分かりやすく⽰しており、閲覧者は⼀定の動向を確
認することができる。
ここではクロスボーダー取引を、⼊札者および投資先がそれぞ
れ異なる国に拠点を置くM&A活動、と定義する。全体指数は、
4つの加重サブカテゴリで構成されており、当事者が異なる2地
域に拠点を置くより意欲的な案件には、やや⾼めの加重値を与
えている。
対象地域は、アフリカ、アジア・パシフィック、EU（欧州連
合）、ラテンアメリカ、中東、北⽶およびその他ヨーロッパ
を含む。
データ修正日：2017年1⽉3⽇

全てのグローバルＭ＆Ａ取引に
おけるクロスボーダー案件の割合

地域を超えた取引

3,264億
取引額（⽶ドル）

地域内の取引

556件
取引件数

下位部⾨のホーム／パーソナルケア部⾨の取引価額は、前年の65億⽶ドルから68％増の109億
⽶ドルとなりました。

2016年のFMCG部⾨におけるクロスボーダーM&Aの上位10案件（取引価額ベース）のう
ち⾸位案件を含む4案件が、欧州企業による買収案件でした。この中には、仏Danone社に
よる⽶WhiteWave Foods社の買収（取引価額は120億⽶ドル）が含まれます。

2015年から2016年の2年間では、買収対象企業・買収側企業ともに⽶国企業が最多と
なりました。

注⽬トピック: 義務的公開買付け
企業が上場企業を買収しようとする際、国によっては「義務的公開買付け」
制度の思わぬ落とし⽳に陥る可能性があります。このような問題を回避
するにはどうすればよいのでしょうか？

上場企業の買収にかかる義務的公開買付け制度は、欧州各国の他、⾹港やシンガ
ポールなど多くの国で採⽤されていますが、⽶国ではそれほど⼀般的ではありま
せん。

同制度の基本的な原則は、上場企業の株式を⼀定数を超えて取得する場合、取
得者は、全ての株主に対してその保有する株式の買付けを提案しなければなら
ないというものです。
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ベーカーマッケンジーについて
ベーカーマッケンジーは、世界を舞台とする厳しい競争に⽴ち向かうクライアント企業を⽀援します。私たちは、様々な国や幅広い業
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件に臨むことで、クライアント企業と信頼を築きます。
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ベーカー＆マッケンジー法律事務所（外国法共同事業）は、ベーカーマッケンジーの東京事務所として1972年に開設されました。⽇本
法に関する卓越した知識、経験とともに、グローバル・ビジネスに関する実績とノウハウを兼ね備えた外国法共同事業を営む法律事務
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て、総合的かつ専⾨的な法務サービスを提供しています。
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クロスボーダー案件のリーディングファーム
ベーカーマッケンジーはクロスボーダーM&A案件の取扱数No.1を誇る法律事務所です。過去12年間にわたり、他のどの法律事務所より
も多くのクロスボーダーM&Aを成功に導いてきました。また、新興市場に関わる案件の取扱についても、14年連続でNo.1にランクインして
います。世界77のオフィスに1300名を超えるM&A弁護⼠を擁するベーカーマッケンジーは、世界最⼤規模かつ最も活発なM&A専⾨チーム
の⼀つを備えています。
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